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於ける継立ての急増傾向は一般的なものであり、宿駅の人馬不足を補う，ものとして制定された助郷は、最早、数の上からはその主体が八三%以上と言う 側へ移動したことになり そ 意味では助郷制度の質的変化があったと言うことも出来よう。
馬役は人足に比較して助郷側の負担率は低い、この点沓掛宿等
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